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　　　　　　rうまい！」

　　　　　　　おらが町のコシヒカリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ー4月17日　橘小学校一
　　　　　町内の各小学校、中学校、幼稚園で、地元コシヒカリを使

　　　　ったコシヒカリ給食が試食されました．

　　　　　1，077人の児童・生徒を対象にアンケートをまとめた結
　　　　果、58．1％にあたる626人が、『とてもおいしい』と答え
　　　　ています。
　　　　　ここ、橘小学校では、「ごはんをいっぱいかんだら甘かっ
　　　　た」「ごはんが光っていた」などという感想が聞けました。
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　　圃休日救急医
5月12日大坪医院（四日町）君57－6100

　19日中条病院（中条）費57－3018

26日池田医院（本町西）盈52－2581

6月2日庭野医院（寿町〉a52－2711

9日大島医院（川原町）費52－2957

16日中条病院（中条）557－3018
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記
念
講
演

『
日
本
人
と
し
て
あ
な
た
は
何
が
で
き
る
か
』

大
和
証
券
情
報
管
理
室
次
長

前
上
智
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
講
師

　
　
　
ア
ー
ロ
ン
・
コ
ー
ヘ
ン
さ
ん

　
こ
と
し
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
は
、

昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十

六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
七

十
五
人
、
女
子
七
十
五
人
の
計
百
五
十
人

で
す
。
そ
の
う
ち
百
三
十
人
が
成
人
式

　雛辮難
識

簾簸　照
照鱗灘麟3＝無識

に
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
潟
川
西
農
協
の
好
意
に
よ

り
、
成
人
に
な
ら
れ
た
方
々
に
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
一
本
ず
つ
配
ら
れ
、
ホ
ッ
と
心

の
な
ご
む
ひ
と
幕
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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川西町議会議員補欠選挙

投票日は6月16日

L
　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
次
の
日
程
で
立
候
補
に
つ
い
て
の

届
出
方
法
、
選
挙
運
動
、
そ
の
他
留

意
事
項
を
説
明
し
ま
す
。

・
日
時
　
5
月
3
0
日
　
午
前
1
0
時

・
場
所
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
第
一
研
修
室
（
四
階
）

　
　2

投
票
日

6
月
1
6
日
（
日
）

明るい選挙を呼びかける活動（2．12．2）

件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
年
齢
が
満
二
十
歳
に
達
し
て
い
る

人
（
昭
和
四
十
六
年
六
月
十
七
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
）

③
川
西
町
に
住
所
を
有
し
て
か
ら
一
ニ

カ
月
以
上
経
過
し
た
人
（
こ
と
し
三

月
十
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
住
所
を

有
し
て
い
る
人
）

④
選
挙
違
反
な
ど
で
選
挙
権
を
停
止

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
禁
治
産
者
で
な
い
こ
と

礫
饗
醗
雛
淺

町
長
選
挙

　
投
票
は
記
号
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
が
印
刷

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
記
載
台

に
備
え
付
け
の
器
具
で
、
投
票
し
よ

う
と
す
る
候
補
者
氏
名
の
上
の
「
○

を
つ
け
る
欄
」
に
、
○
印
を
押
す
方
法

に
よ
り
ま
す
。

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
投
票
は
記
名
式
で
す
。
投
票
し
よ

う
と
す
る
候
補
者
の
氏
名
を
一
人
書

い
て
く
だ
さ
い
。

一
研
修
室

す
。

（
四
階
）
で
受
け
付
け
ま

藁
捲
総
欝
諦
難

　
開
票
は
即
日
開
票
で
、

三
十
分
か
ら
で
す
o

午
後
七
時

璽
難
饗
幾
嚢
繕

　
　
鷹
闘
ー
闘
曝

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

の
間
に
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
第
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町
長
選
挙
は
記
号
式
投
票
で
す
V

“

　
選
挙
の
当
日
、
町
外
に
や
む
を
得

な
い
用
件
や
旅
行
な
ど
で
滞
在
中
の

人
な
ど
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。・

不
在
者
投
票
に
は
、
印
鑑
と
入
場

　
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

　
ま
で
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
i
第

　
二
研
修
室
（
四
階
）
で
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

　
　3

　
明
る
く
正
し
い
選
挙

　
明
る
い
選
挙
は
、
「
贈
ら
な
い
」
「
求

め
な
い
」
「
受
け
取
ら
な
い
」
の
”
三

な
い
運
動
“
の
徹
底
か
ら
で
す
o

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
で
、
大
切
な

一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

選
挙
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は

　
川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

　
　
盈
六
八
⊥
三
一
文
内
線
5
6
）

◎
、
～
9
～
く
、
．
≧
3
－
セ
．
－
．
5
：
・
・
≦
・
，
．
・
く
・
9
，
・
≧
．
～
．
｝

。
投
票
し
ょ
う
と
囲
黛
フ
候

補
者
一
人
に
○
印
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
．

．
○
印
の
ほ
か
は
何
も
書

か
な
い
で
く
だ
さ
恥
。

・
不
在
者
投
票
と
点
字
投

票
は
候
補
者
の
氏
名
を

　
一
人
書
い
て
く
だ
さ
い
。
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殺
灘
灘
灘
籔
鑛

今
回
投
票
で
き
る
人
は
、
次
の
要

殺
繋
縫
闘
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垂
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欝
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鞭
鐙
灘

　
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
・
ス

投
票し

ま
し
歩
駕

早
め
に
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補
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氏
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行政相談委員
滋野さん（野口）に

　　　　　総務庁長官表彰
須藤さん（高原田）を委嘱

　
三
月
三
十
一
日
付
け
で
、

滋
野
定
良
さ
ん
（
6
4
歳
）

が
総
務
庁
長
官
か
ら
表
彰

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、

四
月
十
五
日
、
そ
の
伝
達

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
去
年
十

月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ

た
、
平
成
二
年
国
勢
調
査

の
功
績
者
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
滋
野
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら

五
回
調
査
員
を
歴
任
。
今
回
の
指
導

員
の
職
に
あ
っ
て
は
、
統
計
調
査
の

重
要
性
を
認
識
し
、
担
当
地
区
に
お

い
て
確
実
な
調
査
結
果
が
得
ら
れ
た

と
し
て
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
滋
野
さ
ん
は
、
工
業
統
計

調
査
（
6
1
年
か
ら
）
5
回
、
商
業
統

計
調
査
（
3
5
年
、
6
3
年
、
元
年
）
3

回
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
6
0
年
か
ら
）

2
回
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統
計
調
査

員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

表彰を受けた滋野さん

　　　　　　　1綴

　
私
た
ち
が
行
政
に
対
す
る
苦
情
を
申
し

出
る
際
、
”
身
近
な
窓
口
“
に
な
っ
て
く

れ
る
の
が
「
行
政
相
談
委
員
」
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
相
談
委
員
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
い
た
滋
野
サ
ダ
さ
ん
（
61
歳
）
に
、

四
月
二
十
二
日
、
新
潟
行
政
監
察
事
務
所

長
か
ら
総
務
庁
長
官
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　
滋
野
さ
ん
に
は
、
昭
和
62
年
4
月
か
ら

四
年
間
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
薬
須

　
ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
須

藤
秀
雄
さ
ん
（
6
0
歳
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
須
藤
さ
ん
は
、
長
い
間
町
職
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
、
行
政
に
つ
い
て
幅

広
い
見
識
を
も
っ
た
方
で
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

師神所長から委嘱状を受ける
藤さん（右）

『
サ
ヘ
ル
の
会
』
ご
協
力
に
感
謝

　
　
　
東
京
都
高
橋
一
馬
さ
ん
（
三
領
出
身
）

　
ア
フ
リ
カ
・
サ
ハ
ラ
砂
漢
の
南
緑

部
に
、
サ
ヘ
ル
地
帯
と
呼
ば
れ
る
、

慢
性
的
飢
餓
に
苦
し
み
、
最
も
砂
漠

化
の
影
響
を
被
っ
て
い
る
帯
状
の
乾

燥
地
帯
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
で
、
植
林
と
農
業
を
通
じ

て
、
砂
漢
化
防
止
と
地
域
住
民
の
食

糧
自
給
を
目
指
そ
う
と
い
う
趣
旨
で
、

昭
和
六
十
二
年
に
「
サ
ヘ
ル
の
会
」

を
東
京
で
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
も
三
年
が
経
ち
、
初
期

に
植
え
た
木
で
、
大
き
い
も
の
は
七
、

八
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
育
っ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
活
動
地
も
四
ケ
村
に
拡

大
し
ま
し
た
。

国
内
で
も
多
く
の
方
々
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
、
政
府
か
ら
も
少
し
で
は

あ
り
ま
す
が
補
助
し
て
い
た
だ
き
、

W
E
P
（
国
連
食
糧
計
画
）
か
ら
二

台
の
四
輪
駆
動
車
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
よ
う
や
く
N
G
O
（
民
問
の

海
外
協
力
を
行
う
団
体
）
と
し
て
も

一
人
前
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
温
か

い
お
力
添
え
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
多
く
の
方
々
の
助
力
を

得
て
、
一
応
の
基
礎
づ
く
り
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
　
「
も
っ
と

積
極
的
に
緑
を
増
や
し
、
内
容
も
も

っ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
す
べ
き

時
に
至
っ
た
」
と
い
う
認
識
の
も
と

に
、
去
る
三
月
末
、
『
サ
ヘ
ル
の
会
』

か
ら
離
れ
、
　
『
緑
の
サ
ヘ
ル
』
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
チ
ャ
ド
（
ア
フ
リ
カ
中
央

部
に
位
置
）
を
中
心
と
し
て
、
地
域

住
民
と
と
も
に
農
業
生
産
と
植
林
を

核
と
し
た
多
角
的
な
活
動
を
行
い
、

住
民
の
生
活
基
盤
の
安
定
と
福
祉
の

向
上
、
砂
漢
化
防
止
と
い
う
受
け
身

の
姿
勢
か
ら
、
積
極
的
に
砂
漠
の
緑

化
を
目
指
し
、
環
境
保
全
、
自
然
生

態
系
の
回
復
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
推
進
す
る
に
も
、

ふ
る
さ
と
の
声
援
ほ
ど
あ
り
が
た
い

も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
高
誼
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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篁
月
輩
一
籔
締
め
切
っ
だ
、
期
西

燕
景
写
真
灘
ン
タ
ー
籍
蟻
一
十
盤
点

の
応
募
が
あ
磯
ま
し
海
。

三
月
鑑
蕾
七
欝
の
審
査
委
貴
会
華

野
垂
義
委
繋
長
・
構
成
黛
5
表
）
欝

審
査
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
決
ま
翰
ま

し
た
。金

賞
（
蕾
響

　
・
赤
谷
の
夫
衡
ヤ
灘

　
　
高
橋
直
太
き
ん
燃
赤
谷
麗
歳
饗

銀賞

欝
薫
）

薮
㎝
六
公
園
選
灘
溌
林

渡
辺
難
男
慧
総
燃
東
善
謙
解
歳
輝

・
信
濃
瑚
謹
溝
岸
段
垂

譲
蹄
正
一
遷
癒
霧
国
照
墓

・
節
黒
城
錘

小
林
正
叢
慈
ん
策
島
翻
越

銅
賞

・
節
黒
城
錘
　
中
条
溝
さ
ん
（
偉

瞬
鵠
麟
ぽ
瀞
四
薫

　
努
力
賞

　
・
節
黒
城
錘
渡
邊
義
布
毒
ん
盤

　
　
野
麗
歳
｝
ぽ
漆
幽
点

　
謙
潅
．
璽
牽
掘
凝
平
懸
ん
蝋
学
校

懸
）
海
鶏
は
、
職
景
の
暴
彩
繭
欝
点

琶
描
騨
で
騨
濾
だ
蓉
豪
磁
総
。

　
な
お
、
写
輿
豊
氷
彩
圃
ぽ
総
念
体

籍
儲
で
展
添
き
親
難
灘
嬢
．
難
穏
癬

鑛
、
糞
窯
セ
繋
タ
ー
な
蟹
饗
展
魏
き

轟
る
予
定
縫
な
綴
鷲
鱒
叢
塗
．
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蓬
職

　　　　　　　一灘辮灘
　聾融雛鞭
，葦韓欝灘灘
麟壁類襲．馨
『灘響灘難1

難翻，、，、

鋤麟

騨

高橋さんの撮影した赤谷の大ケヤキ賞金

銀
賞

渡
辺
さ
ん
の
撮
影
し
た
二
六
公
園

と
ブ
ナ
林



灘

灘

銀賞　吉井さんの撮影した信濃川と河岸段丘螂

　　灘　　蕪　　難　馨鎮
難

銀賞　小林さんの撮影した節黒城趾

．
．
．
鋸
翻

　
　
露

　
　
醗

　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
騰
．

　
灘
㎜
・

　
　
韓
　
　
　
寒

　
　
灘

　
　
　
顎

五
十
川
さ
ん
か
ら
描
い
て
い
た
だ
い
た
水
彩
画
（
上
か
ら
松
葉
沢
公
園
・
観
光
道
路
よ
り
の
展
望
・
川
西
ダ
ム
）

㎜
、
踊
檬
ツ
少
年
団
指
導
で

ゅ駒

ー
・
星
名
さ
ん
ら
五
人
が
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ッ
少
年

団
の
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
五

人
の
方
が
、
こ
の
た
び
、
新
潟
県
ス

ポ
ー
ッ
少
年
団
か
ら
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
町
の
ス
ポ
ー

ッ
少
年
団
発
足
と
同
時
に
剣
道
、
野

球
、
卓
球
の
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
団
で
、

そ
の
組
織
づ
く
り
か
ら
情
熱
を
注
が受賞した皆さん（左から、渡辺さん、北村さん、星名さん、宮さん、相崎さん）

れ
今
日
ま
で
活
躍
。
表
彰
さ
れ
た
方

々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

星
名
四
郎
（
上
　
野
6
4
歳
剣
道
）

宮
啓
一
（
山
野
田
62
歳
野
球
）

北
村
準
一
（
東
善
寺
5
5
歳
〃
）

渡
辺
一
治
郎
（
中
屋
敷
5
2
歳
卓
球
）

相
崎
伊
作
（
田
中
町
4
6
歳
　
〃
）

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
　
「
今
後
と

も
一
層
精
進
し
て
、
さ
ら
に
お
役
に

た
ち
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
と
し
は
町
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
、
ド
イ
ッ
か
ら
十
二
人
の

青
少
年
が
訪
問
の
予
定
で
す
。

　
こ
れ
は
、
第
十
八
回
を
数
え
る
日

独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
に
よ

る
も
の
で
、
八
月
五
日
か
ら
八
日
ま

で
川
西
町
に
滞
在
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
中
心
と
し
て
、
相
互
の
文
化
・

生
活
．
習
慣
を
実
際
に
体
験
す
る
国

際
交
流
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
十
六

歳
か
ら
二
十
一
歳
ま
で
の
地
域
ス
ポ

ー
ッ
指
導
者
十
二
人
で
す
。

　
い
ま
、
高
校
生
の
お
子
さ
ん
な
ど

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で
、
こ
の
四
日

間
ホ
ー
ム
メ
ー
ト
と
し
て
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
る
家
庭
を
さ
が
し
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
可
能
な
ご
家
庭
は
、

総
合
体
育
館
内
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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　あ
　る
　青
議年
　ム金呑
　の
子記
幸録
作⑭

招
魂
祭
に
運
動
会

　
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
四
月
廿

一
日
、
田
戸
郵
便
局
楼
上
二
於
テ
午

前
九
時
ヨ
リ
支
部
長
会
議
開
催
、
次

ノ
事
項
ヲ
協
議
、
決
定
ス
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
し
る
べ

　
村
境
、
分
レ
道
、
峠
ノ
道
標
ヲ
書

直
シ
若
ハ
再
建
シ
、
石
仏
ヲ
清
掃
。

　
五
月
八
日
ノ
招
魂
祭
二
全
員
参
加

シ
、
当
日
大
運
動
会
ヲ
開
ク
。

　
危
険
物
投
入
箱
ヲ
、
適
当
ノ
位
置

ヲ
選
ビ
テ
五
月
中
二
設
置
ス
ル
。

　
郡
連
合
青
年
団
ノ
代
議
員
二
岩
瀬

ノ
中
条
正
福
君
ヲ
充
テ
ル
。

　
本
団
ノ
主
催
ニ
ョ
リ
、
午
後
一
時

ヨ
リ
田
戸
校
二
於
テ
時
局
大
講
演
会

ヲ
開
ク
。
講
演
士
ハ
諸
橋
省
三
、
今

村
定
治
ノ
ニ
氏
、
演
題
ハ
「
欧
州
ノ

戦
争
ト
我
国
ノ
立
場
」
及
ビ
「
戦
後

ノ
対
策
二
就
テ
」
、
盛
会
ヲ
極
ム
。

諸
君
は
奮
起
せ
よ

　
七
月
廿
一
日
、
郡
連
合
青
年
大
会

ヲ
十
日
町
校
二
於
テ
開
催
、
小
白
倉

ヨ
リ
三
名
出
席
ス
。
午
前
八
時
、
点

鐘
ヲ
合
図
二
一
同
入
場
シ
テ
開
会
、

江
川
会
長
オ
ゴ
ソ
カ
ニ
戊
申
詔
書
ヲ

奉
読
、
続
ヘ
テ
、
　
「
欧
州
諸
国
ハ
今

ヤ
国
運
ヲ
賭
シ
テ
兵
火
ヲ
交
ヒ
ツ
ツ

ア
リ
、
我
国
モ
近
々
兵
火
ノ
中
二
投

ゼ
ン
ト
ス
、
青
年
ハ
国
家
ノ
中
堅
タ

レ
、
、
ハ
、
諸
君
ハ
戊
申
詔
書
ヲ
拝
聴
シ

一
層
奮
起
セ
ヨ
」
ト
述
ベ
ラ
レ
ル
。

　
来
賓
ト
シ
テ
臨
席
ナ
サ
レ
シ
渡
辺

県
知
事
閣
下
ハ
、
　
「
凡
ソ
青
年
ノ
鋭

気
ハ
国
家
ノ
熱
気
ヲ
維
持
シ
、
国
家

ノ
発
達
ヲ
期
ス
ベ
ク
、
即
チ
其
国
ノ

青
年
ヲ
見
テ
其
国
ノ
将
来
ヲ
ト
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
。
大
正
ノ
青
年
タ
ル

諸
君
ノ
責
任
ハ
重
大
ナ
リ
、
益
々
奮

励
努
力
セ
ヨ
」
ト
訓
示
セ
ラ
ル
。

　
圭
目
年
ノ
七
訓

　
郡
大
会
の
講
師
、
鉾
田
村
松
第
三

十
連
隊
長
殿
ハ
、
　
「
青
年
ノ
七
訓
」

二
就
テ
次
ノ
ヤ
ウ
ニ
演
舌
ナ
サ
ル
。

　
身
体
ヲ
鍛
錬
セ
ヨ
、
肺
病
、
花
柳

病
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
ノ
三
ツ
ハ
亡
国
病

ナ
レ
、
、
ハ
衛
生
思
想
ノ
向
上
ヲ
図
レ
。

　
毎
朝
、
早
起
キ
ヲ
励
行
セ
ヨ
、
昨

今
ハ
「
日
ノ
出
会
」
流
行
ノ
兆
シ
ア

リ
、
大
イ
ニ
奨
励
ス
ベ
シ
。

　
意
志
ヲ
強
固
ニ
セ
ヨ
、
何
事
モ
実

行
ス
ル
ニ
ハ
意
志
ノ
強
固
ヲ
要
ス
。

　
規
律
ト
時
間
ヲ
厳
守
セ
ヨ
、
規
律

ヲ
守
リ
、
時
間
観
念
ヲ
重
視
セ
ヨ
。

　
若
者
ハ
着
眼
ヲ
遠
大
ニ
セ
ヨ
、
一

家
ノ
相
続
者
以
外
ハ
海
外
二
発
展
雄

飛
ス
ベ
キ
時
代
ナ
リ
。

　
智
力
ノ
増
進
二
努
メ
ヨ
、
友
ヲ
選

ビ
、
書
物
ヲ
選
ビ
テ
読
書
シ
、
智
識

ノ
向
上
二
努
ム
ベ
シ
、
益
ナ
キ
小
説

ハ
読
マ
ザ
ル
ニ
如
カ
ズ
。

　
神
仏
ヲ
拝
セ
ヨ
、
神
仏
二
礼
拝
ヲ

為
ス
ハ
祖
先
二
御
恩
ノ
礼
ヲ
陳
ブ
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
古
来
ノ
美
風
ナ
リ
。

　
夜
学
会
は
花
ざ
か
り

　
徴
兵
適
令
者
の
学
力
向
上
を
ね
ら

い
、
補
修
教
育
の
普
及
、
改
善
が
図

ら
れ
た
大
正
時
代
は
、
ど
こ
の
村
で

も
青
年
夜
学
会
の
学
習
が
最
盛
期
を

む
か
え
る
。
大
正
七
年
の
十
日
町
新

聞
を
め
く
る
と
、
川
西
郷
で
は
次
の

夜
学
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

　
千
手
青
年
夜
学
会
、
千
手
校
で
、

講
師
は
和
田
二
郎
（
修
・
国
・
算
）

甲
乙
丙
三
組
で
学
生
二
十
一
名
、
十

二
月
か
ら
一
二
月
迄
毎
夜
二
時
間
半
。

　
沖
立
夜
学
会
、
講
師
は
和
田
二
郎

　
（
修
・
国
・
算
・
農
）
、
無
報
酬
、

甲
乙
二
組
で
十
四
名
、
午
後
七
時
か

ら
一
二
時
間
学
ぶ
、
千
手
校
で
隔
夜
。

　
中
野
夜
学
会
、
講
師
は
南
雲
正
策

　
（
読
・
綴
・
算
）
、
金
山
良
念
、
星

名
州
治
（
修
）
、
普
通
科
甲
乙
二
組

二
十
四
名
、
高
等
科
甲
組
十
四
名
、

毎
夜
二
時
間
、
中
野
校
で
学
ぶ
。

　
上
野
夜
学
会
、
講
師
は
星
名
利
太

　
（
読
・
算
・
理
）
、
尾
身
了
平
（
球
・

綴
）
、
無
報
酬
、
甲
乙
丙
三
組
で
二

十
二
名
、
一
月
十
日
か
ら
一
二
月
二
十

五
日
迄
、
午
後
七
時
か
ら
二
時
間
。

元
町
夜
学
会
、
講
師
は
田
畑
六
蔵

（
全
科
）
、
無
報
酬
、
甲
乙
丙
三
組

で
七
名
、
期
日
と
時
間
は
右
同
。

新
町
新
田
夜
学
会
、
講
師
は
丸
山

劉講

轟羅．

千
手
小
学
校
の
旧
木
造
校
舎

護
、

上
野
小
学
校
の
旧
木
造
校
舎

　
（
「
上
野
小
学
校
百
年
の
歩
み
」

か
・
う
転
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

仲
泰
、
無
報
酬
、
三
組
八
名
、
右
同
。
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
田
代
夜
学
会
、
甲
乙
二
組
で
学
生
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
名
、
相
互
二
共
同
研
究
。
　
　
　
　
＆

仙
田
は
六
校
を
中
心
に

　
室
島
夜
学
会
、
仙
田
校
で
、
講
師

は
小
海
正
平
（
修
・
算
）
、
小
野
塚

信
平
（
国
）
、
甲
乙
二
組
で
二
十
一

名
、
一
月
～
四
月
迄
毎
夜
二
時
間
。

　
高
倉
夜
学
会
、
講
師
は
星
野
甚
治

（
修
・
国
・
算
）
、
甲
乙
丙
三
組
で

十
七
名
、
九
月
か
ら
三
月
迄
毎
週
八

時
間
、
教
科
書
は
大
正
青
年
新
読
本
、

高
等
科
算
術
書
。

　
霧
谷
夜
学
会
、
講
師
は
茂
野
興
吉

（
国
・
算
）
、
学
生
七
名
、
十
二
月

か
ら
一
二
月
迄
、
毎
夜
二
時
間
。

　
中
仙
田
夜
学
会
、
講
師
は
佐
野
博

夫
（
修
・
算
）
、
桑
原
音
治
郎
（
国
）
、

学
生
十
一
名
。

　
田
戸
夜
学
会
、
講
師
は
石
井
勝
美

（
国
・
算
・
書
）
、
報
酬
一
円
、
十

二
月
か
ら
七
月
迄
毎
夜
、
学
生
九
名
。

　
越
ケ
沢
夜
学
会
、
講
師
は
川
崎
孝

次
（
読
・
珠
・
綴
・
書
）
、
学
生
四

名
、
毎
夜
七
時
か
ら
九
時
迄
。

　
赤
岩
夜
学
会
、
講
師
は
登
坂
甚
平
、

高
橋
一
郎
（
修
・
国
・
算
）
、
一
級

八
名
、
甲
乙
丙
組
十
三
名
、
十
二
月

か
ら
一
二
月
迄
、
毎
夜
、
赤
岩
校
で
。

　
白
倉
夜
学
会
、
講
師
は
山
本
忠
作

　
（
修
・
国
・
算
）
、
学
生
二
十
二
名
。

　
大
貝
夜
学
会
　
講
師
は
金
子
高
常

　
（
修
・
国
・
算
）
、
甲
乙
組
十
一
名
。



日
本
語
は
大
変
難
し
い
で
す

　
四
月
十
五
日
、
総
合
体
育
館
で
「
日

本
語
教
室
」
が
開
講
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
海
外
か
ら
の
お
嫁
さ
ん

が
早
く
日
本
語
に
な
れ
、
読
み
書
き

も
覚
え
て
も
ら
お
う
と
町
が
計
画
し

た
も
の
で
、
月
二
回
、
年
間
二
十
四

回
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
師
に
は
、
千
手
小
学
校
の
根
津

敬
一
郎
さ
ん
（
上
野
4
1
歳
）
が
担
当

し
て
く
れ
ま
す
。

　
現
在
、
町
に
海
外
か
ら
八
人
の
お

嫁
さ
ん
が
嫁
い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

覇

纏
　
蒙

鐵
靴

”｝冊曜

終始、和やかな雰囲気で行われた開講式

六
人
の
方
は
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
今

春
、
子
ど
も
が
保
育
園
に
入
っ
た
人

も
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
　
「
お
嫁
さ
ん
た
ち

が
日
本
で
暮
ら
し
や
す
い
よ
う
に
、

ま
た
、
保
育
園
の
『
園
だ
よ
り
』
も
、

小
学
校
に
入
っ
た
と
き
は
『
学
級
通

信
』
も
読
め
る
よ
う
に
」
と
、
か
ね

て
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　
第
一
回
目
は
八
人
全
員
が
出
席
。

そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
語
で
自
己
紹
介
し

た
あ
と
、
ま
ず
、
　
「
あ
、
い
、
う
、

え
、
お
」
と
、
五
十
音
の
練
習
で
す
。

　
次
に
、
教
材
を
読
む
練
習
で
す
。

「
お
じ
さ
ん
」
　
「
お
じ
い
さ
ん
」
、

「
お
ば
さ
ん
」
　
「
お
ば
あ
さ
ん
」
な

ど
、
読
み
違
い
を
し
そ
う
な
言
葉
、

間
違
っ
て
覚
え
そ
う
な
言
葉
も
あ
り

ま
し
た
。
　
「
使
い
方
を
間
違
う
と
、

お
こ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
、
特

に
講
師
か
ら
話
も
あ
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
人
た
ち
の
中
に
も
、
こ
の
よ

う
な
例
が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
参
加
し
た
人
た
ち
か
ら
は
、
　
「
日

本
語
の
『
が
』
　
『
は
』
　
『
を
』
　
『
に
』

『
も
』
な
ど
、
使
い
方
が
わ
か
ら
な

い
。
　
『
わ
』
と
『
は
』
は
同
じ
発
音

な
の
で
、
特
に
難
し
い
」
と
い
う
率

直
な
意
見
も
出
て
い
ま
し
た
。

　
第
一
回
目
の
教
室
が
終
わ
っ
た
感

想
は
、
　
「
難
し
い
、
で
も
楽
し
か
っ

た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

緑
は
み
ん
な
の
室
物

団

　
　
　
　
　
　
1

　
四
月
十
九
日
、
上
野
小
学
校
体
育

館
で
、
上
野
緑
の
少
年
団
入
団
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　
団
員
は
五
、
六
年
生
全
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
こ
と
し
は
、
五
年
生

十
四
人
が
入
団
。
団
員
は
、
三
十
七

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
野
緑
の
少
年
団
は
昭
和
五
十
九

年
に
結
成
さ
れ
、
以
来
、
八
年
間
に

，
ぜ

　
謎

　
　

　
謬

騨　
嚢田

＝

わ
た
っ
て
仲
間
づ
く
り
や
自
然
を
守

る
運
動
、
勤
労
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。　

南
雲
町
長
か
ら
、
清
水
巧
緑
の
少

年
団
長
に
団
旗
が
手
渡
さ
れ
、
「
緑
と

友
情
と
勤
労
を
あ
ら
わ
し
た
、
こ
の

旗
の
も
と
に
一
致
団
結
し
て
励
み
ま

す
」
と
、
決
意
の
ほ
ど
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
六
年
生
の
代
表
が
、
　
「
活

　
　
　
　
動
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
大

懸　
代
表
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た

変
だ
け
ど
、
自
然
を
守
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
一

緒
に
緑
を
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
こ
と

ば
が
あ
り
、
五
年
生
の
代

表
が
、
　
コ
つ
ひ
と
つ
の

活
動
を
一
生
懸
命
や
っ
て
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
、
自
然
が
す
ば
ら
し

い
も
の
に
な
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」
と
、
入
団
の
決

意
を
表
し
た
。

　
緑
少
団
は
、
す
で
に
四

月
一
日
か
ら
の
『
緑
の
羽

根
募
金
運
動
』
を
実
施
し

て
お
り
、
早
く
も
今
年
度

の
『
緑
を
育
て
る
』
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。
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皇
國
圖
團

圃
函
回
▽

中
央
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
図
書
室
図
書
の
貸
し
出
し

○
　
図
書
の
貸
し
出
し
時
間

月
曜
日
〔
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
五
時
ま
で
〕

火
曜
日
～
日
曜
日

　
　
　
〔
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
十
時
ま
で
〕

○
　
備
え
付
け
の
貸
し
出
し
簿
に
必

　
要
事
項
を
記
入
す
れ
ば
、
何
冊
で

　
も
借
り
ら
れ
ま
す
。

○
　
児
童
用
個
人
力
ー
ド
所
有
者
は
、

　
カ
ー
ド
に
記
入
く
だ
さ
い
。

※
　
無
人
化
で
す
の
で
、
自
覚
あ
る

　
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
寄
贈
図
書
の
お
礼

　
平
成
二
年
度
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
図
書
は
、
一
般
書
五
八
五
冊
、
児

童
書
二
二
三
冊
、
計
八
○
八
冊
に
及

び
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
世
界
文
学

全
集
や
、
世
界
幼
年
名
作
全
集
な
ど
、

そ
ろ
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳

名
を
掲
載
し
て
、
お
礼
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
五
十
川
庚
平
様
　
○
保
坂
久
代
様

○
丸
山
す
み
子
様
　
○
農
協
婦
人
部

様
　
○
金
子
節
子
様
　
○
長
崎
一
男

様
　
○
県
立
新
潟
図
書
館
様
　
○
東

北
電
力
様
　
○
赤
泊
村
様
　
○
小
さ

な
親
切
運
動
本
部
様
　
○
匿
名
様

　
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
本
や
、
読

み
古
し
た
本
で
、
お
役
に
立
つ
本
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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5年　小林達也君

　
　
　
）
　
円
円

　
　
　
略
千
万

　
　
　
称
　
5
2

　
　
　
敬

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
㈲
剃

意
　
　
顯
浜

　
　
　
　
　
　
帽
横

　
　
　
　
一
』
弘
男

善　
　
　
　
行
　
忠

　
　
　
　
醗
i
寸

　
　
　
　
嘩
力
ホ

　
　
　
　
　
中
上

1
年
高
橋
大
輔
君

4
年
登
坂
幸
雄
君

　
6
年

魁

南
雲
洋
平
君

欄撚
響

G
漉
耀

　
　
　
　
雑

　
　
轍

聾
灘

　
羅

3年　庭野　哲君
2
年

6
年
高
橋
智
美
さ
ん

高　　瓢
橋　　　　・　　　5
木　　　　　　　年
ロ

里　　　　、難　小

さ　　．　・r　林
ん1、・燭，P 理

　　　　　　　　恵

（6月号は白倉　え
小学校です）



農
地

　
農
地
は
、
農
家
の
財
産
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
食
糧
を
安
定
し
て
供
給

す
る
場
で
あ
り
、
地
域
社
会
・
経
済

の
発
展
の
た
め
の
大
切
な
資
源
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
農
地
は

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
計
画
的
に

利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
地
法
で
は
、
転
用
に
あ
た
っ
て

厳
し
い
制
限
を
設
け
、
農
林
水
産
大

臣
、
県
知
事
の
許
可
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。

　
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し
た
り
、

転
用
の
た
め
に
売
買
し
た
り
す
る
こ

と
は
農
地
法
違
反
に
な
り
、
悪
質
な

場
合
は
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　
転
用
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
の
転
用
と
は

　
田
畑
を
建
物
敷
地
、
資
材
置
き
場
、

取
り
付
け
道
路
、
山
林
な
ど
、
農
地

以
外
の
用
途
に
変
更
す
る
こ
と
で
す
。

土
捨
て
場
、
飯
場
な
ど
の
た
め
一
時

的
に
転
用
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
許
可
ま
で
の
手
続
き

　
農
業
委
員
会
に
申
請
し
て
か
ら
許

可
ま
で
に
、
最
低
一
カ
月
半
か
か
り

ま
す
の
で
、
そ
の
期
間
を
見
越
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
の
流
れ
V

申
請
締
め
切
り

　
　
　
　
　
（
毎
月
十
五
日
）

⇔

農
業
委
員
会
調
査

県
の
農
業
会
議

　
　
　
（
毎
月
二
十
日
こ
ろ
）

　
　
　
　
⇔

⇔

農
業
委
員
会
総
会

　
　
（
そ
の
月
の
二
十
三
日
）

県
知
事
許
可

　
　
　
　
　
（
翌
月
末
こ
ろ
）

φ

鱒D

5月11日（土）～20日（月）

春の道しめて安全シートベルト

　
　
　
纏

舞
㎜
・
し
て

　
4
．
O
o●
”
鱒
鱒
の
”
o
●
蔽

　
　
．
．
．
“
。
．
●
。
㈹
．

　
　
．
”
盤

ま
す

　
四
月
二
十
一
日
、
野
口
水
ば
し
ょ

う
群
生
地
で
、
水
ば
し
ょ
う
ま
つ
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
野
口
水
ば
し
ょ
う
保
存

会
（
村
越
勝
蔵
会
長
）
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
す
で
に
十
五
年

ほ
ど
続
い
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
日
曜
で
ポ
カ
ポ
カ
陽
気

と
あ
っ
て
、
お
よ
そ
三
百
人
が
繰
り

出
し
、
六
、
七
分
咲
き
に
な
っ
た
水

ば
し
ょ
う
を
観
賞
し
ま
し
た
。

山菜まつり

　
現
在
、
こ
こ
に
は
、

お
よ
そ
一
万
二
千
株

の
水
ば
し
ょ
う
が
群

生
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
群
生
場
所
が

狭
く
な
っ
て
い
る
こ
、

繍
賞
蓬
義

が
悪
し
こ
と
カ
ら

保
存
会
で
は
、
　
「
施
設
を
整
備
を
し

て
、
も
っ
と
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
場
所
に
し
た
い
」
と
話
し
て

春の日差しに誘われて多くの人が集まった、水ばしょうまつり

　
ほ
場
整
備
が
あ
っ
た
農
地
な
ど
、

優
良
農
地
の
た
め
転
用
で
き
な
い
所

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
農
地
の
転
用
の
計
画
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
地
域
の
農
業
委
員
か
農
業
委

員
会
事
務
局
（
費
六
八
⊥
二
二
一

内
線
1
4
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
高
倉
ブ
ナ
の
家
」
で
は
、

恒
例
と
な
っ
た
山
菜
ま
つ
り
が
開
か

．
鍵

難

れ
、
お
よ
そ
百
人
が
、
ウ
ル
イ
、
コ

ゴ
ミ
、
キ
ノ
メ
な
ど
、
七
種
類
の
山

菜
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。

春の味を満喫した山菜まつり
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葛
蓄
骸
葛
名
葛
名
蔓
葛
犠

　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
葛
葛
接
葛
篠
葛
名
骸
骸
骸
サ
＠
葛
勘

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ハ　　　ハ　　　　
千小五片滝高
　　十
原海嵐桐沢橋

　
　
昇

幸
子

　
　
司

裕
子

　
潔照

世

三
領

小
千
谷
市
か
ら

小
白
倉

野
　
口
か
ら

上
野

＋
日
町
市
か
ら

煙漿號昇桓酢ノ愈」、
　チ　　リ天

鎧明輸L木崎林
簗遡鰻あ暮正由寅
本茂本慶泰い子　 美一

人吉人淳治福＋元木中

繭伊霜舞町鱒
辛中野友条るら　　り

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

田
中
製
講
矢
㌃
女
中
島
町

山茂数口野藤
霧
夜
三
男
沖
立

　
憲
文
　
男

　
俊
晴
　
美
長
男
山
口
同
原
田

し
ょ
う
た
武
　
夫

翔
太
富
美
子
長
男
仁
田

春
昼
の
畦
に
う
た
＼
寝
レ
て
ひ
と
り

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

散
る
花
を
追
か
け
遊
ぶ
園
児
か
な

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

花
冷
の
仏
間
に
こ
も
り
経
を
読
む

　
　
　
　
　
　
上
野
渡
辺
　
　
朝

雪
消
え
の
田
の
面
に
映
る
夕
明
り

　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
　
は
や

ふ
く
い
く
と
沈
丁
か
お
り
朝
の
路
地

　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

春
光
に
向
つ
て
二
輪
と
ば
し
け
り

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
　
酔
月

雪
解
霧
日
毎
棚
引
き
木
の
芽
ふ
く

　
　
　
　
　
　
新
町
井
川
　
　
亘

四
国
路
の
旅
に
誘
わ
れ
浅
き
春

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

先
生
に
あ
げ
る
と
土
筆
摘
ん
で
を
り

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
静
江

蛙
田
の
杖
音
消
し
て
畦
わ
た
る

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

飾
ら
れ
て
初
め
て
見
る
や
水
ば
し
ょ
う

　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

雲
一
つ
な
き
大
空
の
五
月
晴

　
　
　
　
　
中
仙
田
小
林
　
一
則

雪
囲
い
と
れ
し
庭
木
の
枝
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
発
電
所
通
り
春
日
　
ぶ
ん

こ
と
し
も
実
施
し
ま
す

健
康
づ
く
り
大
会

　
　
1
ふ
る
さ
と
広
場
を
会
場
に
ー

舗

燕

　
　
、
　
　
小
わ
捗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
贋

　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

○
水
仙
の
道
真
直
ぐ
に
抜
け
て
き
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

○
盃
に
舞
う
花
一
つ
浮
く
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

○
下
萌
の
地
を
し
か
と
踏
み
退
院
す

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

○
初
燕
来
る
と
日
記
に
書
き
と
め
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

○
郭
公
に
大
山
静
か
に
昏
れ
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

　
車
座
に
花
見
の
客
の
に
ぎ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

　
霊
峰
の
裾
野
の
ひ
ろ
き
春
霞

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

　
園
児
ら
の
声
の
は
し
り
て
草
萌
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
中
島
町
　
相
沢
　
鈴
江

　
陽
炎
に
三
山
遠
く
ゆ
が
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

越
後
路
の
観
音
巡
り
花
の
旅

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

峰
々
の
緑
ま
し
ゆ
く
ぶ
な
若
葉

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

藁
一
本
曙
に
さ
げ
燕
釆
る

　
　
　
　
八
王
子
市
松
浦
　
サ
ク

職
を
退
き
時
も
忘
れ
て
長
閑
な
り

　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

畦
も
と
に
蛙
の
卵
水
温
む

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

都
庁
舎
が
目
標
と
な
り
メ
ー
デ
ー
行
く

　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

対
岸
の
霞
棚
引
き
町
失
せ
ぬ

　
　
　
　
　
　
上
野
星
名
　
春
子

春
耕
の
野
の
エ
ン
ジ
ン
の
高
々
と

　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
　
詩
朗

木
蓮
の
散
り
つ
ぐ
花
に
雲
流
る

　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
頼
太

障
子
貼
り
終
え
て
佳
き
事
あ
る
如
し

　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

ふ
る
さ
と
の
草
餅
想
い
畦
想
う

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

石
垣
に
溢
る
㌧
色
の
芝
桜

　
　
　
　
発
電
所
通
り
小
川
　
京
子

朝
露
の
し
た
㌧
る
牡
丹
切
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

3・5・10露

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
各
種
の

事
業
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
関
係
で
は
、
様
々
な
検
診

活
動
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
予
防
面
に

力
を
入
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
健
康
づ
く

り
運
動
も
、
一
層
強
力
に
推
し
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
国
の
補
助
を
受
け

て
実
施
す
る
健
康
増
進
事
業
（
正
式

に
は
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

業
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
例
年
、

健
康
づ
く
り
大
会
で
の
綱
引
き
大
会

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
で
お
な

じ
み
の
と
こ
ろ
で
す
。
こ
と
し
は
、

そ
れ
を
さ
ら
に
大
が
か
り
な
催
し
に

し
た
い
と
、
今
か
ら
準
備
を
進
め
て
麗

い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
こ
と
し
は
、

元
町
の
中
孟
内
に
「
憲
さ
と
広
鱒

場
（
名
称
・
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
ぴ
麗

ク
）
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

饒
塘
都
興
踏
騨
篠
騒

り
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
螺

の
）

会
⑳
思
い
ま
す
。

大
。9

ヲ“
ω
的
に
な
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

づ
う
で
、
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
健
康
づ
く
り

康
よ
で
一
日
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

健
も

た
の
　
自
分
の
体
は
自
分
が
守
る
。
そ
の

れ
会
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
体
力
づ

わ
大
く
り
が
何
よ
り
で
す
。
全
町
民
が
健

行
き
　
　
　
　
　
　
　
書

年
引
や
か
で
健
康
な
毎
日
力
お
く
れ
る
よ
、

去
綱
う
、
町
で
も
、
で
き
る
限
り
の
協
力

　
　
を
い
た
し
ま
す
。

い
ま
す
。

　
期
日
は
、
七
月
二
十
一
日
（
日
）
。

当
日
は
、
全
町
民
に
よ
る
歩
け
歩
け

大
会
に
始
ま
り
、
会
場
で
の
綱
引
き

大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
場
も
オ
ー
プ
ン
初
日
で
す
の
で
、

思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と

　
日
程
や
大
会
内
容
な
ど
は
、
具
体


